
それは「宗教戦争」を装った「倭
国（九州王朝）の東方平定戦」だった

１、「丁未の乱（蘇我・物部戦争）」とは何か
２、「乱に至る経緯」
⑴倭国（九州王朝）の半島での退潮と東国進出
⑵隋と倭国の「仏教治国策」

３、仏教による統治を進める倭国
⑴ヤマトの王家との対立
⑵用明崩御と丁未の乱の開戦
⑶倭国は仏教を名目に畿内への支配を進める

４、もう一つの「丁未の乱」
⑴不思議な「捕鳥部萬討伐譚」
⑵ 「萬討伐」は倭国による摂津・河内・和泉の
大王討伐

５、「丁未の乱」勝利後のヤマトの仏教
受容と倭国の東方進出



１、「丁未の乱（蘇我・物部戦争）」とは何か

「丁未の乱」とは

用明2年（587）「丁未」の年におきた蘇我馬子と物部守屋の争い。守屋が討伐さ
れ物部氏が亡びる事件。俗に「蘇我・物部戦争」ともいう。

①仏教の受容を認める（崇仏ー蘇我氏）と、認めない（排仏ー物部氏）の争い。
②蘇我馬子・炊屋姫（後の推古天皇）の推す泊瀬部皇子（後の崇峻天皇）と守屋が推す穴
穂部皇子の皇位継承争いが背景。

①「通説（ヤマト一元説）」による理解⇒全て「ヤマトの王家・豪族の中の争い」
②「多元史観」による理解⇒「仏教」を梃に東国の支配強化を目指す『隋書』
『旧唐書』にいう「九州を本拠とする倭国」と、これに反発するヤマトの王家・豪族
の「全国的」争いで、当時の東アジアの政治と仏教の状況を色濃く反映している。

もう一つの「丁未の乱」－ 「捕鳥部萬（ととりべのよろず）討伐譚」

物部守屋敗北後、「河内戦争」で捕鳥部萬が討伐された事件。
『書紀』萬は守屋の「配下（資人）」で、その討伐は守屋討伐の後
日談。「多元史観」萬は摂津・河内・和泉を支配する大王であり、
倭国（九州王朝）は萬を討伐することで摂・河・泉に進出できた。

（系図１）

『隋書』『旧唐書』の認識（～8世紀）

日本国

『旧唐書』日本国（大和
朝廷）は元小国、倭国の
地を併せたり。

倭国（九州王朝）は金印下賜以来の九州の国
で東西5ヶ月行、南北3ヵ月行を支配

阿
蘇
山

有
り

③「聖徳太子」とされる厩戸皇子が参戦し、四天王に
加護を求め勝利。その後厩戸は四天王寺を、馬子は
法興寺を建立し、仏教による統治策を推進。

以下の「倭国」とは『旧唐書』に云う倭奴国以来7世紀末まで続いた九州を本拠とする倭国（九州王朝）をいう。
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5世紀～6世紀にかけての我が国の政治状況

①倭国（九州王朝）は478年の武の上表文が示すように、5世紀に
高句麗・新羅と覇権を競いながら半島南部から百済に進出。
②国内では倭王武の上表に「東は毛人を征すること、55国」と
ある。また『常陸国風土記』には「倭武天皇」の常陸遠征譚が見
え、これは常陸の装飾古墳の分布などに裏付けられる。このよう
に倭国はヤマトを越え東国まで支配圏を伸ばした。

（A)「倭王武の上表」（478年）祖彌（そでい）躬（みずか）ら甲冑を環（つらぬ）

き、山川を跋渉し、寧処に遑（いとま）あらず。東は毛人を征すること、
55国。西は衆夷を服すること66国。渡りて海北を平らぐること
95国。
（B)『常陸国風土記』倭武天皇、天の下を巡狩まして、海の北を
征平げたまひき。是に此の国を経過ぎ・・新治の県に・・。

③しかし、6世紀に入ると新羅の勢力が拡大、任那諸国まで進
出。530年には南加羅が奪われる。これに対抗して半島に派兵
した筑紫君磐井は531年に命を落とす。◆『百済本記』「辛亥
（531）年日本天皇及び太子・皇子、倶に崩薨る」→継体崩御
日に即位したはずの安閑元年は534年だから、531に崩御し
た「日本天皇」は継体ではなく磐井と考えられる。

◆百済南西部栄山江流域の
北部九州式古墳は倭国（九州

王朝）の半島進出を示し、倭の
5王は倭国（九州王朝）の大王
たちだったことを証する。

茨城虎塚古墳（７C)

王塚古墳（６C福岡嘉穂郡）

鳥栖市田代太田古墳
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２、「乱に至る経緯」⑴倭国の半島での退潮と東国進出
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6世紀倭国は半島で劣勢に



①全国的に屯倉設置：磐井以後の倭国は任那回復・半島での利権回復を目指し、安閑元年（534）～安閑2年（535）に
かけ全国的に屯倉を設置し、筑紫に食糧を運ばせ備蓄するなど戦闘準備を進める。

倭国（九州王朝）は失地回復のため全国統治を強める

２、「乱に至る経緯」⑴倭国の半島での退潮と東国進出

②ヤマトの王家も動員され、536年に
はヤマト近辺の河内・尾張・新家・伊賀
等の屯倉の穀物が筑紫に運ばれる。

朕、阿蘇仍君〈未詳也。〉を遣し、また河内国茨
田郡屯倉の穀を運ばす。蘇我大臣稲目宿
禰は、尾張連を遣して、尾張国屯倉の穀を
運ばす。物部大連麁鹿火宜は、新家連を
遣して、新家屯倉の穀を運ばす。阿倍臣は、
伊賀臣を遣して、伊賀国屯倉の穀を運ば
す。官家を那津の口に修り造てよ。

倭国はこうした準備を行い半島の利権回復のため遠征を継続

九州年号明要（みょうよう）11年（551）大伴狭手彦が唐津から出征、百済と共に高句麗を討伐。 欽明15年（554）に 
「筑紫の内臣」が半島出兵、 竹紫の嶋軍士・筑紫国造鞍橋君・筑斯物部莫奇委沙奇が活躍。欽明17年（556）に百済
王子恵（後の恵王）を「筑紫火の君」が筑紫の舟師と勇士一千を率いて半島に送る。

◆『書紀』欽明23年（562）正月に、新羅、任那の官家を打ち滅しつ。
総ては任那と言ひ、別ては加羅国・安羅国・斯二岐国・多羅国・卒麻国・
古嗟国・子他国・散半下国・乞飡国・稔礼国と言ふ。合せて十国なり。５

しかし、欽明23年（562）任那は滅亡する



倭国は蘇我氏を通じヤマトへの布教を進める

581年に建国した隋の初代の王楊堅（文帝）は開皇3年（583）に仏寺復興の詔を
発し、同5年（585）「菩薩戒」を受戒。中央に大興善寺・45州に大興国寺・大県毎
に僧尼両寺を創設。仏教を監督統治する宗教局「昭玄寺」を設置、大統・統などを
任命。州・県にも分局（沙門僧）を置き中央・地方に仏教治国組織制度を確立。 そ
して589年に陳を滅ぼし、中国を再統一したのち、さらに601～604年にかけ全国
百十余箇所の官寺に舎利を分配、舎利塔を起塔させ納めさせ、多数の僧を派遣し仏
教の浸透・教化をはかる。これにより新たに支配した国々の円滑な統治を進めた。こ
れを隋の「仏教治国策」と呼ぶ。

こうした東アジアの情勢の中で、倭国も「仏教
による統治強化」をはかり、稲目・馬子は倭国
（九州王朝）の「国宰」としてヤマトを中心とする畿
内国を統括し、仏教の導入と仏教による統治
「仏教治国策」を推進していくことになる。

新興帝国「隋」の仏教による統治

２、「乱に至る経緯」⑵隋と倭国の「仏教治国策」

300年ぶりに中国を統一し誕生した強国隋の動向、特に高句麗等東夷諸国への攻勢は、
我が国にも大きな影響を与えることになり、後の多利思北孤の遣使や仏教のさらなる振興
策に繋がっていく。 またその後煬帝の「琉球侵攻」は、九州の倭国に大きな脅威を与え、国
内における東方への進出と、九州における神籠石等の防衛施設の整備を余儀なくされる。
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大業４年（608）（煬帝）義安（現在の広東省

潮州）より浮海し琉球を撃たしむ。高華嶼に
至り、又東行二日黿鼊嶼（ごうびとう久米島）に
至り、又一日便ち流求に至る。人を遣して
之を慰諭す。流求從はず。官軍を拒み逆ふ。
稜、之を撃ち走らす。進みて其の都に至る。
頻に戦ひ皆敗り、其の宮室を焚き、其の男
女數千人を虜とし、軍実に載せ還る。

隋の煬帝の琉球（沖縄）侵略



３、仏教による統治を進める倭国⑴ヤマトの王家との対立

物部尾輿らが「天然痘流行」を理由に受容に反
対。仏像を難波の堀江に流し寺を焼く。（欽明も同調）

これを契機に蘇我馬子が播
磨から僧を招へい、多数の
尼を養成、仏殿等を作る。
（仏法の始め、これより作れり）

敏達14年（585）3月守屋ら天然痘
を理由に排仏を奏上。敏達は排仏令
を出す。守屋仏殿・仏塔を焼き、尼僧
を呵責。仏像を難波堀江に捨てる

第一次対立：蘇我稲目 VS 物部尾輿

欽明13年（552）百済聖明王から
仏像・経典が送られ蘇我稲目が受容。

585年敏達天然痘罹患、馬子のみに仏教崇拝を許すも崩御。586用明即位

敏達の葬儀に際し欽明天皇の皇子穴穂部皇子は皇位を狙うも、故敏達の寵臣で内外の政治を任さ
れていた三輪君逆（さかふ）に阻まれる。穴穂部は用明元年（586）殯宮に乱入し炊屋かしきや姫（敏達の皇

后、蘇我稲目の孫で馬子の姪の額田部皇女。後の推古天皇）を犯さんとするも、再び逆に阻まれる。穴穂部皇子は
逆殺害をはかり、馬子に諫められ断念するも守屋が逆を殺害。炊屋姫・馬子は穴穂部・守屋を恨む。

蘇我馬子 VS 物部守屋

仏教受容への「外圧」

非
蘇
我

馬
子
ら
が
殺
害

馬
子
ら
が
殺
害

排
仏

排
仏

敏達13年（584）再び百済から弥勒像などが渡来
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逆

穴穂部

炊屋姫

欽明15年（554）に父聖明王が新羅によって殺された際、百済威徳王（在位554～598）は
「竹紫の嶋の上の諸の軍士・筑紫国造鞍橋君（くらぢのきみ）」により救出され即位出来た。そ
の王の時代の敏達6年（577）百済から経典や僧侶・仏師・工人が渡来。従ってこれはヤマ
トの王家に仏教を受容させるため、倭国（九州王朝）が用いた外圧と考えられる。

山岸涼子『日出る処の天子』より



①是の時、廐戸皇子、束髮於額（ひさごはな＊16歳）ちて軍後に隨う。自ら忖度（はか）りて曰く、
「將（はた）、敗るること無からむや、非願ならば為り難し（願いをかけなければ負けるかもしれ

ない）。」とのたまふ。乃ち白膠木（ぬりで）を斮り取り、疾く四天王像を作りて、頂髮（たふ

さ）に置きて誓をたてて言はく「今若し我を敵に勝たしめば、必ず護世四王の奉為に寺
塔を起立（た）てむ。」とのたまふ。＊「四天王の守護」は8世紀に齎された義浄訳の「金光明最勝王経」

（四天王観察人天品第11）による思想。500年代では早すぎ、後代の付加と考えられる。

用明2年（587）7月、蘇我馬子は泊瀬部・竹田・厩戸など各皇子・皇族や紀男麻呂ら豪族を率い物部
守屋討伐に出陣。守屋は渋河（八尾市）に稲城を作り対抗。物部陣営は強く野戦・籠城戦とも優勢に推移。

②蘇我馬子大臣、又誓をたて言はく「凡そ諸天
王・大神王等、我を助け衞（まも）りて利益（か）つ
こと獲しめたまへば、願はくは當に諸天と大神
王の奉為に、寺塔を起立（た）て三寶を流通（つ

た）へむ」といふ。誓ひ已りて種種の兵を嚴（よ

そ）ひて進みて討伐（う）つ。

３、仏教による統治を進める倭国⑵用明崩御と丁未の乱の開戦

「丁未（ていび）の乱」の前半戦「蘇我・物部戦争」開戦

587年4月に用明天皇は天然痘に罹患。詔を発し仏教崇拝を指示する

守屋が詔に反し排仏を主張。馬子は豊国法師を招き穴穂部に内裏に引率させる。守屋は身の危険を感じ河内の別宅に
退き兵を集める。4月に用明が崩御。守屋は穴穂部皇子の擁立を図り、炊屋姫・馬子は穴穂部・宅部皇子殺害を指令。

厩戸や馬子の祈願で形勢は有利に転換。彦人皇子の舎人迹見赤檮（とみのいちい）が守屋を射落し、一族を滅ぼす

丁未の乱終戦と厩戸皇子と蘇我馬子の「四天王祈願」譚

豊国法師の「豊国」は九州を指し、その法師が臨終に臨んだのは用
明や群臣が仏教受容に賛成し倭国（九州王朝）側についたことを示す。
（馬子の陣営）泊瀬部皇子・竹田皇子・廐戸皇子・難波皇子・春日皇子・蘇我馬子・紀男麻呂宿禰・
巨勢臣比良夫・膳臣賀拕夫・葛城臣烏那羅、大伴連嚙・阿倍臣人・平群臣神手・坂本臣糠手・春日

臣ら。その為守屋は危険を感じ身を隠し、兵を集めて対抗しようとした。

中国では581年に隋建国。初代楊堅（文帝）は、583
年に仏寺復興令を出し、585年「菩薩戒」を受戒し国
寺としての大興善寺を建立。589年全土を統一。「仏教
治国策」を採用し「宗・政一致」による統治をおこなう。

「隋」の発展が仏教布教を急がせた
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蘇我VS物部は「仏教を名目とした倭国への従属」か「仏教を排した独立か」の争い

「乱平定後摂津に四天王寺をつくる」とあるが、四天王寺の創建は大阪歴
博の瓦の編年で620～630年代とされる。そして、『二中歴』に、九州年号
「倭京二年（619）難波天王寺聖徳造」とある。『二中歴』に記す事績は倭
国（九州王朝）の事績と考えられるところから「四天王寺」は倭国が619年
に創建したもので、かつ、本来の寺名は「天王寺」だった可能性が高い（古
賀達也氏による）。そして、大阪上町台地の大阪城～森ノ宮付近からは「法
隆寺若草伽藍創建瓦」と同類の瓦が出土しており、当時河内湖畔にあった
ものが移転したとも考えられる。『防長寺社證文』太子十六歳用明天皇二
年防勝（勝照）三年丁未（587）摂州玉造岸上建立今之天王寺也

乱平定後、倭国は守屋領と奴を獲得し畿内に勢力拡大。四天王寺（天王寺）を
建て、馬子は仏教受容を承諾した飛鳥に「法興寺」を建てる。
◆守屋の奴と宅を分け、大寺の奴・田荘とす。田1万頃けいを迹見赤檮に賜ふ。

乱平定後、倭国は摂・河・泉に進出し、馬子とその姪の推古を通じてヤマトの王家を支配

もう一つの倭国（九州王朝）による「摂津・河内・和泉平定戦」があった

「法興寺」の「法興」は法隆寺釈迦三尊像光背銘
に見える上宮法皇の年紀で、元年は守屋討伐の4
年後崇峻4年（591）。この年隋の煬帝が「菩薩
戒」を受戒。（重ねて仏法を興す）

３、仏教による統治を進める倭国⑶倭国は仏教を名目とし畿内への支配を進める

8

「蘇我・物部戦争」（587年（丁未）の年におきたので「丁未の乱」という）は、通常ヤマトの王家内の①穴穂部皇子と泊瀬部皇子の用
明天皇の後嗣争い②崇仏派蘇我馬子と物部守屋の争いが絡んで起きた出来事とされる。しかし、実際は「仏教を梃にヤ
マトの王家への支配を強めようとする倭国・馬子・推古側」と、「倭国の統治に反対する守屋・穴穂部側」の戦いだった。
⇒乱を戦った「厩戸」とは乱勝利後の589年（九州年号端政元年）に「倭国の天子」に即位する 『隋書』の「多利思北孤」のこと。



物部守屋の「資人」捕鳥部萬が、守屋没後に守屋の難波の邸宅から茅渟県の有真香邑（ありまか

むら）を経て山中に逃亡。河内に1人で出てきたところを数百人の衛士で囲む。萬は「天皇の楯と
して働いたのに何故攻めるのか」と叫び、河を挟んで弓矢で抵抗するも、敗れて自害する。「朝
廷」は「苻（おして）」を下し、万の死体を八つに切り、串刺しにして八つの国にさらせ（斬之八段、散梟

八國）と河内国司に命じた。時に雷鳴し大雨となる。万が飼っていた白犬は万の頭を咥え墓に収
め、傍らで見守りながら餓死する。朝庭は哀んで「苻」を下し、萬と犬の埋葬を許した。餌香（えが）

の川原に（羽曳野市恵我川か）数百の遺骸が残されていたという。

九州博物館ブログより

不可解な「捕鳥部萬討伐譚」

「丁未の乱」 後半の「捕鳥部萬討伐譚」とは 『聖徳太子伝記』には「無い」

①丁未の乱の内「守屋討伐記事」は564字。一方、後半の捕鳥部萬討伐譚は558字と大きなウエイトを占める重要な
出来事だ。また、萬は守屋の「資人」とあるが百人を率いており、1人の萬を数百人で囲んで討ったという重要人物のは
ずだが、『聖徳太子伝記』には見えない。②この話には「崇仏・排仏争い」が欠けている。③守屋討伐譚には四天王寺・
法興寺など創建から記事の時代の特定できる名詞があるが、捕鳥部萬討伐譚には無い。④前半には無い「朝廷」や 
「資人（つかいひと）・苻（おして） 」等の「令制用語」が用いられる。⑤苻は「朝廷」が発する命令書だが、そもそも用明崩御後で
泊瀬部皇子の即位は8月。7月の丁未の乱当時「朝廷に該当する天皇」は存在しない。⑥ 「数百の遺骸が放置された」
のは萬側の戦死者が数百を数え、軍勢はその数倍だったことを示し、到底「資人」ではあり得ない。⑦守屋討伐では守屋
の軍は「狩をする真似をして逃げ、一族は葦原に逃げ隠れた」とあるのに比べると萬の軍の忠誠心の高さがわかる。⇒こ
うしたことから捕鳥部萬は守屋の「資人」 などではなく、摂津・河内・和泉を拠点にする豪族で、大規模な軍を保持する
勢力であり、「捕鳥部萬討伐」は「物部守屋討伐」とは別の出来事だったと考えられる。

「捕鳥部萬討伐」は「物部守屋討伐」とは別の時点の別の出来事

9

４、もう一つの「丁未の乱」⑴不思議な「捕鳥部萬（ととりべのよろず）討伐譚」



「斬之八段、散梟八國」は萬が8国に影響力を持つ豪族だったことを示す

「8国」は後の畿内国でいえば、大和・山城・摂津・河内・和
泉・近江・紀伊・伊賀などか。萬の死を地元の河内のみなら
ず8国に宣言する必要があったことになる。萬は摂津・河内・
和泉を拠点に畿内一帯に影響力を持つ豪族だった。

萬の逃走経路は不自然

A図：馬子らはヤマトから河内を攻める。このとき萬が難波から馬で和泉（有真香邑）

に向かい、後に山に入り、再び河内恵我荘恵我川付近で戦ったとあるのは不自然。
和泉に向かう途上で山に入ったとしても、わざわざ馬子の軍に接近することになる。
B図：しかし、「西の海」からの軍から逃げるとすれば、和泉に行けず東の山地に行
くしかない。ところがその東ヤマトには西と連携する馬子らの軍が居るので、山を下
りて恵我之荘付近で恵我川を挟んで戦うほかに途は無くなる。『書紀』に記す萬の
逃走経路と整合する。

本
当
に
逃
げ
る
な
ら
船
で

馬
子
軍

「有真香邑」は阿理莫神社のある和泉市久保付近。貝塚から岸和田
市一帯が本拠か。阪南市に鳥取。「恵我川」は大和川の支流で羽曳
野市恵我之荘付近を南北に流れる東除川付近だったと考えられる
が、それでは難波から和泉に逃げ、羽曳野恵我で戦うことになる。

A図

B図
萬は倭国による西からの攻撃で滅んだ

馬
子
軍

萬討伐記事の具体的地名は難波・茅渟県・有真香邑・餌香川原の4つで、隠れた山や自
害した川の名は見えない。これは具体的に記せば西からの攻撃だと分かるからだろう。 10

４、もう一つの「丁未の乱」⑵ 「萬討伐」は倭国による摂津・河内・和泉の大王討伐譚

＊冨川ケイ子「河内戦争」（『盗
まれた「聖徳太子」伝承』より）



「捕鳥部萬討伐」は倭国（九州王朝）による摂津・河内・和泉平定譚

➀古墳造成の終了：「捕鳥部萬討伐譚」に見える河内・和泉は古市古墳群など巨大古墳の集積
地。古市古墳群では、4世紀後半から6世紀中頃に前方後円墳・円墳・方墳・帆立貝形の130基
が築造されたが、6世紀末には作られなくなった。これは捕鳥部萬討伐と期を一にする。
➁大土木工事開始：これに変わり、九州の水城や土塁と同じ工法で、我が国最古の「狭山池（面
積17.9 km²、総貯水容量2800トン。616年伐採の木材が出土）」が造成される。これによって、
新支配地での食料の確保が図れ、九州に次ぐ拠点を形成することが出来る。

恵我之荘

埋葬された捕鳥部萬と犬

『筑後国風土記』の「筑紫君磐井」の墳墓（岩戸山古墳）の描写に、「衙頭（がとう・大将軍の陣営）」「解部（ときべ・裁判

官）」「偸人（とうじん・盗人）」「贓物（ぞうもつ・盗んだ物）」等の律令用語が見られ、倭国（九州王朝）は6世紀に「律令」を
有していたと考えられる。そうであれば萬討伐記事に「朝廷」とあることや、下命の書の「苻」が発せられ
たのも理解できる。萬討伐は「筑紫の朝廷（九州王朝）」の命でおこなわれた西方「海から」の討伐だった

筑紫の朝廷ー倭国（九州王朝）による討伐なら律令用語も朝廷も理解できる

萬に「排仏や朝廷への反逆」記事は見えない。そして「朝廷」は「萬の族」を罪せず、逆
に白犬を褒め萬と犬を萬の遺族に引き渡し埋葬することを許す。これは「名分無き討
伐」、つまり支配地を奪う目的の討伐だったことを示す。また萬の死骸を8段に斬り散ら
す際に「雷鳴り大雨降る」とあるのも「不正義な討伐に天が怒った」ことを暗示させる。。

倭国（九州王朝）は萬の討伐後摂・河・泉に進出し、九州に次ぐ新たな東方経営拠点を作っていく 11

「名分無き討伐」を示す

筑紫の君磐井は律令を持っていた

４、もう一つの「丁未の乱」⑵ 「萬討伐」は倭国による摂津・河内・和泉の大王討伐譚



馬子による矢継ぎ早の仏教受容推進

崇峻元年（588）に百濟から僧惠總・令斤・惠寔等が佛舍利献上。百濟の恩率首信・德率蓋文・那率
福富味身等も佛舍利を献上し、僧聆照律師・令威・惠衆・惠宿・道嚴・令開等・寺工太良未太・文賈古
子・鑪盤博士將德白昧淳・瓦博士麻奈文奴・陽貴文・㥄貴文・昔麻帝彌・畫工白加らを送って来る。
蘇我馬子は、百濟僧等に戒を授かる方法を問い、善信尼等を仏教を学ばせるために派遣する。

５、「丁未の乱」勝利後のヤマトの仏教受容と倭国（九州王朝）の東方進出

◆崇峻２年（589）７月朔に、近江臣満を東山道の使に遣して、蝦夷国の境を観し
む。宍人臣鴈を東海道の使に遣して、東の方の海に浜（そ）へる諸国の境を観しむ。
阿倍臣を北陸道の使に遣して、越等の諸国の境を観しむ。

倭国（九州王朝）は河内・ヤマトを拠点とし、さらに東方支配へ向かう

「道」制の創設

新たに勢力下に入れた摂・河・泉や、仏教を通じて支配を強めたヤマト地域の統
治の円滑化のため、難波～河内～斑鳩を結ぶ大道（渋川道・龍田道）を作り、道に
沿って法隆寺・中宮寺等の寺を建立。さらに畿内を拠点に東方経営を進めるため、
後の「５畿7道」の元となる「道制」を創設し、各道毎に責任者を任命していく。

多利思北孤の即位と統治

『聖徳太子傳記』によれば、太子18才（589年・九州年号端政元年）に、「国
政を執行」し倭国を66国に分割したと記されている。厩戸皇子の摂政（国政執
行）は推古元年（593）でこれと合わず、多利思北孤の即位を示す。多利思北孤
は即位後次々と仏教に基づく統治施策を進めていく。

即位は端政元年（589）（崇峻2年）

渋川道

龍田道

？
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西村秀巳氏想定

中国へ

半島へ

琉球へ

粛慎・蝦
夷国へ
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